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題が多い。これらの点を考慮しながら，過去 1 2 年聞にわたり，後頭部律動性徐波を示した症例につき
臨床的検討と脳波解析を行った。
(方法ならびに成績)









各例の安静覚醒閉眼時脳波記録における後頭部律動性徐波の周波数は 3 --7 c /sec 。の聞に分布し，






d波について算出した。 a波のコヒーレンス値は支= 0.840 , S D =土 0.060，後頭部律動性徐波では
支= 0.557 , SD= 土 0.024 で，後頭部律動性徐波のコヒーレンスはd波に比べて低く，乙の律動性徐波
の方が両半球間での関連性が之しい。位相についてはα波では左右半球間でのずれが少なく王= 1.1 0, 





加え，症例 1 外傷性ヒステリーでは 1 1 年聞にわたり追跡検査を行ったが，後頭部律動性徐波の出現率
は症状の程度に関係せず，症状が消失した後でも出現した。本研究で対象とした症例の最低年齢は 2 2 
歳であり，加齢による変化は認められなかった。 1 1 例の血縁者 2 1 人について脳波検査を行い 1 例に
同じ脳波を認めた。
(総括)
本研究における後頭部律動性徐波は，周波数は主として 4--5 c /sec .でa波と直接関係がない。振
幅は 20 ,..__ 120μV で主として後頭部に限局しており，開眼，視聴覚刺激で抑制され，安静覚醒閉眼時
にのみ出現し，睡眠中 (REM 睡眠を含む)には認められないという特徴を示した。乙の徐波は反復検
査で常に出現し，特定の疾患と対応せず，その出現率は症状の程度に関係せず，症状が消失した後でも
出現した。また特定の年齢層にも対応せず成年期を過ぎても出現し，一部で家族内出現が認められ正常脳
波の一つの形と考えられる。
論文の審査結果の要旨
本研究は従来明確な意義づ、けのなされていなかった後頭部律動性徐波につき臨床脳波学的に追跡検討
し，その特徴を明らかにしたものである。特に従来その異!司が問題とされていたα波との関係を詳細に
解析し，乙の律動性徐波がα波とは直接関係がないリズムであること，特定の疾患や症状の程度は無関
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係である乙と，健康人にも出現し，家族内出現がある乙とを明らかにし，正常脳波の一つの形である乙
とを示した。乙の研究結果は臨床脳波診断に寄与すると乙ろが大であり，学位論文に値するものと認め
る。
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